
















































































































































































































































































































































































ⅰ . SNS やデモなどで、気候変動の危機に
ついて、政治家など多くの人々に訴える。
ⅱ . 再生可能エネルギーや省エネルギーを普
及する活動に参加する。
ⅲ . 気候変動について、友人と議論したり、
積極的に本を読んだりする。
ⅳ . 気候変動や環境問題に真正面から取り組
む企業・団体等に就職活動する。
ⅴ . 何もしない。
⑫ SDGs の17目標のうち、日本政府が国内外
でもっとも優先して（予算やスタッフ、資源
などを投入して）取り組むべき目標は、何番
の目標と考えますか。（選択肢略）
フィードバックは、ポータルサイトの授業資料の機
能を用いて、翌週に行った。全体講評と選択肢ごとに
受講生の理由を紹介した。以下は、上記⑪のクリッカー
ワークへのフィードバックである。
【前回クリッカーワークのフィードバック】
この「環境と倫理」講義では、環境倫理を身に
つけて実際に行動するようになることを重視し
ています。よって、４％の学生が「何もしない」
と回答したことをどうとらえればいいのか、悩ん
でいます。
とりわけ、自分が行動しなくてもいい、誰かが
やってくれる旨のコメントがいくつかあり、講義
内容を理解していない故なのか、理解した上でそ
うコメントしたのか、教員としては悩むばかりで
す。内容を評価に反映させることはしませんが、
ショックを受けています。
グレタさんの演説は、彼女と同世代の皆さんの
将来利益を守るためです。現状のままでは、皆さ
んが私と同じ年代（40代後半）になるころには、
これまでのような気候状態を享受できないおそ
れが極めて高いのです。それは、大規模な災害や
未知の感染症、国際的な食糧難など、皆さんの将
来の生活を根底から覆す恐れがあります。既にそ
の兆しは現れています。
就職活動は多くの場合、皆さんが本格的に社会
とかかわる最初の機会で、行動の機会でもありま
す。環境重視の企業はガバナンスがしっかりして
いる傾向があるので、相対的にいわゆるブラック
企業を避けられる可能性が高くなります。ですの
で、環境という視点で就職活動をすることは重要
です。
ちなみに、わたしの講義を受けて、急成長中
の新電力会社に就職を決めた学生もいます。そこ
は、再生可能エネルギーによる顔の見える電気を
売る会社です。皆さんが一歩踏み出せば、新たな
世界が見えてくることでしょう。
【受講生からの的確なコメントの例】
• 選択肢１：自分自身すぐに取り組むことがで
き、沢山の人にもこの現状を知ってもらうに
は、SNS で情報を発信することが１番有効だ
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と考えたからです。また、世界の人口の裕福
な10％が世界の半分の CO2を排出していると
あったため、そのような裕福な方々の目に留ま
る情報発信手段は SNS が１番効果的だと思っ
たからです。
• 選択肢１：企業や政治家は問題を理解し行動せ
ざるを得ない状況にもっていかないと動かない
のではないかと思う。そのため私は、自ら発信
し問題について訴えて理解を広めるべきだと思
う。多くの人に広まり訴えることが出来れば、
企業や政治家は動かざるを得なくなると考え
る。
• 選択肢２：これを選んだ理由は、人に何かを求
める時はまずは自分自身が相応の行動を示す必
要があると考えたためだ。再生可能エネルギー
や省エネルギーの普及活動を行い、そのうえで
人々に情報や活動をシェアし、気候変動に対す
る意識・活動の重要性を訴える方がより効果的
だと思う。
• 選択肢２：演説を聞いて温暖化の対策があまり
できていないことを感じた。そのため自分が今
やるべきことは本を読むなどして知識を得ると
いうよりは行動することだと思う。その中で今
自分がすぐにできることは再生可能エネルギー
や省エネを普及する活動に参加することだと感
じた。
• 選択肢３：気候変動について指摘できるほどの
知識はないため、自分自身の訴えに正当性を持
たせるためにも本などを読み知識を付ける必要
があると感じた。また、友人との議論は気を遣
う必要がないため自分の意見を素直に言うこと
ができ、理解を深めることができると思う。
• 選択肢３：まずは知識を身に着けることが必要
だと思う。知識がなければ、何が問題なのか、
どういった行動をすればよいのかなど、明確な
目標が見つからないと思う。本を読んだり、友
人と話すということも私は立派な行動の一つだ
と思うためこれを選択した。
• 選択肢４：せっかく大学でソーシャルビジネス
を学んできたならば、それが活かせる職場に就
職したい。利益のためだけではなく、これから
の社会を考えて行動している企業は絶対に必要
とされている。企業が動くことは、気候変動や
環境問題に大きな変化をもたらすと考える。
• 選択肢４：環境問題に気を配る会社は企業価値
が非常に高いと思う。就職して自分が環境に配
慮できる場面があると思う。また、企業の努力
などから世間の人々も環境問題に興味を持って
もらうことも可能になるため、環境問題に取り
組む企業などに就職したいです。
• 選択肢５：私1人が訴えを起こしたり、積極的
に活動をしても何も変わらないと思うから。取
り組みを行っている企業や団体が元々ある為、
自分がわざわざ取り組まなくても良いと思う。
• 選択肢５：個人個人が地球のために活動するこ
とは大切だとは思いますが、正直国自体が動か
なければどうにもならないと感じるため、無意
味と感じてしまったら行う気力も無くなってし
まったので結局何もしないと思います。
 
SNSやデモなどで、
気候変動の危機に
ついて、政治家な
ど多くの人々に訴
える。
18%
再生可能エネル
ギーや省エネル
ギーを普及する活
動に参加する。
41%
気候変動につい
て、友人と議論し
たり、積極的に本
を読んだりする。
31%
気候変動や環境問
題に真正面から取
り組む企業・団体
等に就職活動す
る。
6%
何もしない。
4%
【図表1】グレタさんの演説を読みあなたは何をしようと考えたか？
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課題図書の要約作業７
課題図書の要約作業は、講義内の反復、記事等の読
解、動画等の視聴、補足説明を補うために設けた。対
面であれば、動画や写真、記事その他、様々な教材を
用いやすいが、遠隔であれば、それらの教材を用いる
のは容易でない。そこで、講義に関連する平易な良書
を通読してもらい、それを要約としてまとめる作業を
課した。
学期前半の課題は、教科書の要約である。教科書は、
小西雅子『地球温暖化は解決できるのか―パリ協定か
ら未来へ！』岩波ジュニア新書を指定し、1,000字以
上1,600字以内での要約とした。「本を読んでいない人
が、要約を読んで、内容を的確に理解できるように書
くこと」と指示し、提出されたすべての課題に対する
個別コメントと、授業資料を通じた全体講評でフィー
ドバックした。
学期後半の課題は、指定した３冊から１冊を選び、
要約することとした。課題図書は、原科幸彦『環境ア
セスメントとは何か―対応から戦略へ』岩波新書、仲
村和代・藤田さつき『大量廃棄社会―アパレルとコン
ビニの不都合な真実』光文社新書、政野淳子『四大公
害病―水俣病、新潟水俣病、イタイイタイ病、四日市
公害』中公新書の３冊とした。その他は、前半課題と
同じである。
最終講義内のレポート８
試験の代わりに第13回の最終講義において、講義
内に作成・提出するレポートを課し、単位の必須要件
とした。レポートの課題は、シラバスと第１回講義の
ガイダンスで明示した上で、第11回講義でも繰り返
し説明し、受講生が事前に準備できるようにした。
課題は「【環境問題を解決するために、自らがこれ
から新たに行動すること】について、どのような環境
問題を解決するのかと、行動の理由を必ず含め」て述
べてもらった。本文で1,000字以上1,600字以内（注・
参考文献は別）とし、ポータルサイトを通じての提出
とした。
評価ポイントは、課題に忠実に回答しているか、論
理的に回答しているかとした。「どのような環境問題
を解決するのか」としており、漠然と「環境問題」を
示している場合は減点とした。また「自らがこれから
新たに行動すること」としており、他者が何かをすべ
きなどと、自分を除外して論じている場合を減点とし
た。「行動の理由」を示していない場合も、減点とした。
これも要約作業と同じく、提出されたすべての課題に
対する個別コメントと、授業資料を通じた全体講評で
フィードバックした。
狙いは、自らが環境問題と考える事象に対し、自ら
で論理構築して、行動を促すことにある。教員が「正
しい答え・言動」を提示し、それを求めるのでなく、
講義を通じて得た知見と考えたことを集大成し、自ら
考え、行動することを求めた。また、情緒的に判断す
るのでなく、論理的に判断することを求めた。
受講生の反応９
最終講義にて受講生にアンケートを取ったところ、
約8割の受講生が「しっかりと腑に落ちて理解できた」
と答えた。具体的には145名中108名が回答し、「しっ
かりと腑に落ちて理解できた」84名、「おおむね理解
できたが、多少の疑問が残る」13名、「半分くらいは
理解できたが、説明に難しい点もあった」７名、「説明
が難しく、ほとんど理解できなかった」１名、「音声ファ
イルはほとんど聞かず、クリッカーワークだけやった」
０名であった。以下は、アンケートにおける受講生の
コメントの例である。
• 講義を受ける前と比べ、日本の環境の状況を
しっかり理解することができた。今まで日本の
環境問題のことをほとんど考えてこなかった。
しかし最近は日本の環境を考え節電したり、ゴ
ミをなるべく出さないようにリサイクルしたり
している。これからもしっかり続けていきたい。
• 多角的な視点が必要だと実感した。例えば、ダ
ムの建設は観光が発展するものだと考えていた
が、その後の維持や環境破壊に繋がることは知
らなかったので衝撃を受けた。経済の発展と環
境の維持を両立するために色々なものに疑問を
持ちもう一度調べ直すべきだと学んだ。
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• 講義を受ける前は、環境問題についてあまり考
えることもなく、環境問題を改善していくため
に、意識して行動していたことがなかったが、
環境問題についての知識を得た今、環境問題を
意識をして過ごし、環境問題を改善するために、
自分にできることをまずは、行動していこうと
思う。
• 今までは環境問題はあまり深刻ではないと思っ
ていた。講義を受けて様々な環境問題に対策を
しても、時代によって新たな問題が出てきてし
まうため、環境問題の解決は難しいと思った。
また、講義を受けて環境問題は深刻だと思った
ため、今まであまり意識していなかった省エネ
などを意識して行動している。
• 「環境と倫理」の講義を通して、環境問題に対す
る意識が高くなった。環境問題解決に向け、エ
コバッグを持ち歩くようにすることや電気をつ
けっぱなしにしないなどの身近な取り組みを積
極的に行うようになった。
• 自分の通っている大学が環境問題について積極
的な活動をしているということを知ることがで
きた。講義を受ける前と後では、自分の中で意
識が変わった。つけっぱなしの電気を消したり、
コンセントを抜いたり、身の回りのできること
から環境問題の解決に向けて取り組んだ。
• 講義前は他人事だった環境問題が、講義後には
自分事として考えるようになっていた。また、
講義内での学びに加えて、環境に関する本や動
画を見て自分自身も環境問題に貢献したいと思
えるようになった。企業が環境問題解決のため
に行っているプロジェクトに参加したいと考え
た。
おわりに10
本講義は、受講生の環境に関する判断力の涵養と行
動の促進を目的とし、８割程度の受講生によって理解
された。行動を変容させた受講生も多い。
よって、本講義はカリキュラム・ポリシー「高い倫
理観をもってものごとを判断する力を育む」に環境面
から一定程度、貢献したといえるだろう。遠隔講義に
おいても、一定の教育効果を示すことができた。座学、
クリッカーワーク、動画視聴、要約作業を組み合わせ
た講義構成が効果的だったと考えている。
一方、３つの課題が残されている。第一に、単位取
得率を高めることである。５分の１から６分の１の受
講生が必須の講義内レポートを提出せず、単位を落と
した。第二に、講義の精度を高めることである。５分
の１の受講生が「しっかりと腑に落ちて理解できた」
に至らなかった。第三に、現場の状況をよりリアルに
伝えることである。環境問題では、そのリアリティを
実感することが深い思考に至る早道である。その点で、
講義にはまだ改善の余地が残されていると考える。
2021年度現在は、本講義を担当していないものの、
これらの成果と課題は、担当している講義に活かして
いきたい。本稿をご覧になった方から、ご助言をいた
だければ幸いである。
 
 
 
【図表２】「環境と倫理」の講義を理解できたか？
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